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議

会

だ

よ

り

平
成
二
十
二
年
第
一
回
定
例
議
会
は
、

三
月
三
日
招
集
さ
れ
、十
五
日
ま
で
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

本
定
例
会
で
は
、三
月
五
日
に
、六
名
の

議
員
が
町
政
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
さ
れ

ま
し
た
。 

な
お
、可
決
承
認
等
さ
れ
た
案
件
の
大

要
、一
般
質
問
と
答
弁
の
大
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

 条

例

案

件
 

◆
吉
野
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　（
可
決
）

町
防
災
会
議
委
員
の
定
数
を
変
更
す

る
た
め
、条
例
の
一
部
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

◆
吉
野
町
霊
柩
車
使
用
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　（
可
決
）

町
霊
柩
車
の
使
用
料
を
無
料
化
す
る

た
め
、条
例
の
一
部
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 予

算

案

件
 
 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
対
前
年
度
比

６
・
３
％
増
の
総
額
四
十
六
億
六
千
七
百

三
十
万
円
と
定
め
ま
し
た
。 

（
主
な
事
業
等
は
前
月
号
四
頁
の
表
参
照
） 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て（
可
決
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十
四
億
四
千
六

百
三
十
九
万
七
千
円
と
定
め
ま
し
た
。 

〔
歳
入
〕　
　
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
） 

国
民
健
康
保
険
税
　

二
三
三
、
四
〇
〇
 

国
庫
支
出
金
　
　
　

四
三
三
、
二
四
〇
 

療
養
給
付
費
交
付
金
　

三
四
、
六
二
八
 

県
支
出
金
　
　
　
　
　

六
五
、
五
五
七
 

共
同
事
業
交
付
金
　

一
四
四
、
六
二
〇
 

財
産
収
入
　
　
　
　
　
　

一
、
〇
〇
〇
 

繰
入
金
　
　
　
　
　

二
二
〇
、
〇
〇
四
 

繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　

九
、
七
三
四
 

諸
収
入
　
　
 
 
 
　
　

一
、
五
四
一
 

前
期
高
齢
者
交
付
金
 三

〇
二
、
五
七
三
 

使
用
料
及
び
手
数
料
　
　
 
　

一
〇
〇
 

〔
歳
出
〕 

総
務
費
　
　
　
　
　
　

一
七
、
〇
二
四
 

保
険
給
付
費
　
　
　

九
九
九
、
五
一
八
 

老
人
保
健
拠
出
金
　
　
　

四
、
〇
二
〇
 

介
護
納
付
金
　
　
　
　

六
八
、
〇
〇
〇
 

共
同
事
業
拠
出
金
　

一
四
五
、
一
〇
一
 

保
健
事
業
費
　
　
　
　

二
二
、
一
五
二
 

基
金
積
立
金
　
　
　
　
　

一
、
〇
〇
〇
 

諸
支
出
金
　
　
　
　
　

四
八
、
一
五
〇
 

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
 

一
三
八
、
〇
四
七
 

前
期
高
齢
者
納
付
金
等
　

　
 
三
八
五
 

予
備
費
　
　
　
　
　
　
　

三
、
〇
〇
〇
 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
老
人
保
健

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
　
　（
可
決
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
百
二
十
二
万
五

千
円
と
定
め
ま
し
た
。 

〔
歳
入
〕　
　
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
） 

支
払
基
金
交
付
金
　

 
 
　
 
九
〇
四
 

国
庫
支
出
金
　

　
　
　
　
　
　
六
〇
〇
 

県
支
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
〇
 

繰
入
金
　

　
　
　
　
 
 
 
 
五
四
一
 

諸
収
入
　
　
　
　

 
 
 
　
　
　
三
〇
 

〔
歳
出
〕 

総
務
費
　
　
　
　
　
　
　
 
　

三
九
一
 

医
療
諸
費
　
　
　
　
 
　

一
、
八
〇
四
 

諸
支
出
金
　
　
　
　
 
 
 
 
　

三
〇
 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
可
決
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
四
千
三
十

一
万
八
千
円
と
定
め
ま
し
た
。 

〔
歳
入
〕　
　
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
） 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
 

九
〇
、
七
〇
五
 

使
用
料
及
び
手
数
料
　
　
　
　
　

一
一
 

繰
入
金
　
　
　
　
　
　

四
六
、
〇
三
二
 

諸
収
入
 
　
　
　
　
　
　

三
、
四
〇
五
 

県
支
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六
五
 

〔
歳
出
〕
 

総
務
費
　
　
　
　
　
　
　

三
、
八
八
四
 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
 

一
三
三
、
〇
三
九
 

保
健
事
業
費
 
　
 
　
　

三
、
〇
九
五
 

諸
支
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇
〇
 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
　
　（
可
決
）

・
保
健
事
業
勘
定
に
つ
い
て
は
、歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
十
一
億
四
百
六
十
七
万
四
千

円
と
定
め
ま
し
た
。 

〔
歳
入
〕　
　
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
） 

保
険
料
　
　
　
　
　

一
七
三
、
八
八
二
 

国
庫
支
出
金
　
　
　

二
七
八
、
六
四
八
 

支
払
基
金
交
付
金
　

三
一
三
、
三
〇
八
 

県
支
出
金
　
　
　
　

一
九
〇
、
七
九
三
 

財
産
収
入
　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇
七
 

繰
入
金
　
　
　
　
　

一
四
六
、
六
六
一
 

繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　
 
　
　

一
〇
 

諸
収
入
　
 
 
 
 
　
　

一
、
〇
六
五
 

〔
歳
出
〕 

総
務
費
　
　
　
　
　
　

四
四
、
七
二
〇
 

保
険
給
付
費
　

一
、
〇
二
九
、
一
四
一
 

地
域
支
援
事
業
費
　
　

三
〇
、
一
一
六
 

基
金
積
立
金
　
　
　
　
　
　
　

三
〇
七
 

諸
支
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　

三
四
〇
 

予
備
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
 

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
に
つ
い
て
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
百
四
十
二
万

六
千
円
と
定
め
ま
し
た
。
 

〔
歳
入
〕　
　
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
） 

サ
ー
ビ
ス
収
入
　
　
　
　

三
、
七
〇
九
 

繰
入
金
　
　
　
　
　
　
　

一
、
七
〇
七
 

繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　
 
　
　

一
〇
 

〔
歳
出
〕 

サ
ー
ビ
ス
事
業
費
　
　
　

五
、
四
二
六
 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て（
可
決
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
一
千
二
百

九
十
六
万
九
千
円
と
定
め
ま
し
た
。 

〔
歳
入
〕　
　
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
） 

使
用
料
及
び
手
数
料
　

七
〇
、
二
三
〇
 

財
産
収
入
　
　
　
　
　
　
　
　

二
七
三
 

繰
入
金
　
　
　
　
　
　

二
七
、
四
一
五
 

繰
越
金
　
　
　
　
　
　

一
四
、
三
一
〇
 

諸
収
入
　
　

 
 
 
 
 
　
　
二
四
一
 

負
担
金
及
び
交
付
金
　
　
　
　

五
〇
〇
 

〔
歳
出
〕 

簡
易
水
道
費
　
　
　
　

七
四
、
五
九
二
 

公
債
費
　
　
　
　
　
　

三
八
、
三
七
七
 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
　（
可
決
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
八
千
百
六
十

九
万
八
千
円
と
定
め
ま
し
た
。 

〔
歳
入
〕　
　
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
） 

分
担
金
及
び
負
担
金
　
　

一
、
七
五
七
 

使
用
料
及
び
手
数
料
　

二
五
、
八
四
六
 

国
庫
支
出
金
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
 

繰
入
金
　
　
　
　
　

一
八
二
、
四
九
三
 

繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
 

諸
収
入
　

 
 
 
 
 
 
　
　
　
　
一
 

町
債
　
　
　
　
　
　
　

六
一
、
六
〇
〇
 

〔
歳
出
〕 

下
水
道
事
業
費
　
　
　

八
一
、
六
〇
五
 

公
債
費
　
　
　
　
　

二
〇
〇
、
〇
九
三
 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
可
決
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
六
百
七
十

四
万
円
と
定
め
ま
し
た
。 

〔
歳
入
〕　
　
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
） 

使
用
料
及
び
手
数
料
　
　

四
、
八
五
七
 

繰
入
金
　
　
　
　
　
　

一
五
、
九
一
三
 

繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　

一
、
〇
〇
〇
 

財
産
収
入
 
 
 
 
 
　
　
　
　

七
〇
 

町
債
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
九
〇
〇
 

〔
歳
出
〕 

農
業
集
落
排
水
事
業
費
　

五
、
九
二
七
 

公
債
費
　
　
　
　
　
　

二
〇
、
八
一
三
 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
　
　（
可
決
）

収
益
的
収
支
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
億
七

千
六
百
八
万
円
と
定
め
、資
本
的
収
入
を

千
七
十
六
万
円
、資
本
的
支
出
を
七
千
九

百
九
十
一
万
円
と
し
、支
出
に
対
し
て
不

足
す
る
額
は
、当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

資
金
で
補
填
す
る
も
の
で
す
。 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
国
民
健
康

保
険
吉
野
病
院
事
業
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

収
益
的
収
支
額
を
そ
れ
ぞ
れ
十
四
億
二

千
七
百
三
十
一
万
五
千
円
と
定
め
、資
本

的
収
入
を
一
億
三
千
八
百
八
十
五
万
円
、

資
本
的
支
出
を
二
億
千
九
百
六
十
二
万
二

千
円
と
し
、支
出
に
対
し
て
不
足
す
る
額

は
、当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補

填
す
る
も
の
で
す
。 

◆
平
成
二
十
一
年
度
吉
野
町
一
般
会
計

補
正
予
算
第
一
〇
号
に
つ
い
て（
可
決
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
二
億
千
三
百
四
十
万
六
千
円
を
追
加

し
、総
額
五
十
四
億
五
百
四
十
九
万
九
千

円
と
な
り
ま
し
た
。 

主
な
も
の
は
、基
金
積
立
金
、急
傾
斜

地
崩
壊
防
止
工
事
負
担
金
等
の
増
額
、簡

易
水
道
特
別
会
計
、下
水
道
特
別
会
計
、

吉
野
病
院
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
等
の
増

額
補
正
と
職
員
給
与
費
等
の
調
整
で
す
。 

◆
平
成
二
十
一
年
度
吉
野
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
四
号
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
二
千
三
百
万
円
を
追
加
し
、総
額
九

億
千
百
九
十
六
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

柳
簡
易
水
道
整
備
事
業
に
係
る
公
共
投

資
臨
時
交
付
金
の
調
整
等
で
す
。 

◆
平
成
二
十
一
年
度
吉
野
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
三
号
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
、歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
千
三
百
万
円
を
減
額
し
、総
額

三
億
二
千
二
百
五
十
八
万
四
千
円
と
な
り

ま
し
た
。 

主
な
も
の
は
、公
共
投
資
臨
時
交
付
金

公
共
下
水
道
建
設
事
業
の
減
額
補
正
で
す
。 

◆
平
成
二
十
一
年
度
吉
野
町
国
民
健
康

保
険
吉
野
病
院
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
第
六
号
に
つ
い
て
　
　
　（
可
決
）

収
益
的
収
入
の
う
ち
、入
院
収
益
を
七

千
五
百
万
円
減
額
、外
来
収
益
を
二
千
三

百
三
十
万
円
減
額
、他
会
計
補
助
金
を
八

千
五
百
万
円
増
額
し
、収
益
的
支
出
の
う

ち
、薬
品
材
料
費
千
三
百
三
十
万
円
を
減

額
補
正
す
る
も
の
で
す
。 

 契

約

案

件
 

◆
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
柳
地
区
簡
易

水
道
施
設
改
良
工
事
（
１
工
区
）
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
　
　
　（
可
決
）

・
契
約
方
法
　
指
名
競
争
入
札
 

・
契
約
金
額
 

七
九
、
二
七
五
、
〇
〇
〇
円
 

・
契
約
の
相
手
方
 

カ
ズ
モ
リ
建
設
株
式
会
社
　
 

（
河
原
屋
） 

◆
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
柳
地
区
簡
易

水
道
施
設
改
良
工
事
（
２
工
区
）
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
　
　
　（
可
決
）

・
契
約
方
法
　
指
名
競
争
入
札
 

・
契
約
金
額
 

五
〇
、
六
一
〇
、
〇
〇
〇
円
 

・
契
約
の
相
手
方
 

株
式
会
社
ダ
イ
シ
ン
　
　
　
 

（
平
尾
） 

 

そ

の

他

 

議
員
派
遣
に
つ
い
て
や
、各
委
員
会
の
所

管
事
項
に
関
す
る
閉
会
中
の
継
続
審
査
に

つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 意

見

書

 

◆
最
低
年
金
制
度
の
実
現
に
関
す
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
　
　
　（
可
決
）

提
出
議
員
　
　
野
木
康
司
　
議
員
 

賛
成
議
員
　
　
薮
坂
眞
佐
　
議
員
 

◆
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法（
仮
称
）
」

の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て
　
　
　
　
　（
可
決
）

提
出
議
員
　
　
辻
本
　
茂
　
議
員
 

賛
成
議
員
　
　
山
本
隆
敏
　
議
員
 

◆
「
ヒ
ロ
シ
マ
･
ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
」
の

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
の
採
択
に
向

け
た
取
り
組
み
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

提
出
議
員
　
　
松
本
義
昭
　
議
員
 

賛
成
議
員
　
　
上
滝
義
平
　
議
員
 

◆
国
連
自
由
権
規
約
「
個
人
通
報
制
度
」

の
批
准
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

提
出
議
員
　
　
薮
坂
眞
佐
　
議
員
 

賛
成
議
員
　
　
野
木
康
司
　
議
員
 

◆
冤
罪
を
防
止
す
る
た
め
、取
調
べ
の
全

面
可
視
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

提
出
議
員
　
　
薮
坂
眞
佐
　
議
員
 

賛
成
議
員
　
　
野
木
康
司
　
議
員
 

◆
地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
の
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
可
決
）

提
出
議
員
　
　
中
井
章
太
　
議
員
 

賛
成
議
員
　
　
小
泉
　
梓
　
議
員
 

委

員

選

任
 

◆
吉
野
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
　（
同
意
）

本
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
任
期
が
満

了
と
な
る
松
岡
　
一
氏（
南
大
野
）に
か
わ

り
、田
中
領
二
氏（
志
賀
）の
選
任
の
た
め
、

議
会
の
同
意
を
得
た
も
の
で
す
。 

◆
吉
野
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
同
意
）

本
年
四
月
二
十
日
を
も
っ
て
任
期
が
満

了
と
な
る
芳
水
正
博
氏（
上
市
）に
か
わ
り
、

上
平
喜
英
氏（
上
市
）の
選
任
の
た
め
、議

会
の
同
意
を
得
た
も
の
で
す
。 

一

般

質

問

辻
本
　
茂
　
議
員
 

●
吉
野
を
愛
す
る
心
の
教
育

・
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
に

よ
り
人
口
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
今
後
、

取
り
組
む
政
策
と
計
画
に
つ
い
て

町
長
・
担
当
課
長
答
弁
 

こ
の
１０
年
間
の
人
口
推
移
に
つ
い
て
は
、

年
平
均
で
、出
生
者
が
約
４０
人
、死
亡

者
が
約
１
４
０
人
、転
入
者
が
約
２
０

０
人
、転
出
者
が
約
３
５
０
人
、人
口
の

減
少
数
は
、年
平
均
で
約
２
５
０
人
と

い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

《
次
頁
に
続
く
》
 

全
国
町
村
議
会
 

 
 
 
議
長
会
表
彰
 

吉
野
町
議
会

吉
野
町
議
会
 

地
域
地
域
の
振
興
発
展

振
興
発
展
に
寄
与
寄
与
 

吉
野
町
議
会

吉
野
町
議
会
 

地
域
地
域
の
振
興
発
展

振
興
発
展
に
寄
与
寄
与
 

吉
野
町
議
会
 

地
域
の
振
興
発
展
に
寄
与
 

３
月
２９
日（
月
）に
橿
原
市
の
県
市
町
村
会
館

で
開
催
さ
れ
た
平
成
２１
年
度
県
町
村
議
会
議
長

会
定
期
総
会
に
お
い
て
、吉
野
町
議
会
が
全
国
町

村
議
会
議
長
会
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、地
域
の
振
興
発
展
及
び
住
民
福
祉
の

向
上
の
た
め
寄
与
し
て
い
る
功
績
を
讃
え
ら
れ
た

も
の
で
、当
日
は
、町
議
会
を
代
表
し
て
西
澤
巧

平
議
長
が
表
彰
状
の
伝
達
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、一
層
の
本
町
発
展
と
住
民
福
祉

向
上
の
た
め
、ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
祈
念

い
た
し
ま
す
。 
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議

会

だ

よ

り

平
成
二
十
二
年
第
一
回
定
例
議
会
は
、

三
月
三
日
招
集
さ
れ
、十
五
日
ま
で
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

本
定
例
会
で
は
、三
月
五
日
に
、六
名
の

議
員
が
町
政
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
さ
れ

ま
し
た
。 

な
お
、可
決
承
認
等
さ
れ
た
案
件
の
大

要
、一
般
質
問
と
答
弁
の
大
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

 条

例

案

件
 

◆
吉
野
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　
　（
可
決
）

町
防
災
会
議
委
員
の
定
数
を
変
更
す

る
た
め
、条
例
の
一
部
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

◆
吉
野
町
霊
柩
車
使
用
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
　
　（
可
決
）

町
霊
柩
車
の
使
用
料
を
無
料
化
す
る

た
め
、条
例
の
一
部
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 予

算

案

件
 
 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
対
前
年
度
比

６
・
３
％
増
の
総
額
四
十
六
億
六
千
七
百

三
十
万
円
と
定
め
ま
し
た
。 

（
主
な
事
業
等
は
前
月
号
四
頁
の
表
参
照
） 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て（
可
決
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十
四
億
四
千
六

百
三
十
九
万
七
千
円
と
定
め
ま
し
た
。 

〔
歳
入
〕　
　
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
） 

国
民
健
康
保
険
税
　

二
三
三
、
四
〇
〇
 

国
庫
支
出
金
　
　
　

四
三
三
、
二
四
〇
 

療
養
給
付
費
交
付
金
　

三
四
、
六
二
八
 

県
支
出
金
　
　
　
　
　

六
五
、
五
五
七
 

共
同
事
業
交
付
金
　

一
四
四
、
六
二
〇
 

財
産
収
入
　
　
　
　
　
　

一
、
〇
〇
〇
 

繰
入
金
　
　
　
　
　

二
二
〇
、
〇
〇
四
 

繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　

九
、
七
三
四
 

諸
収
入
　
　
 
 
 
　
　

一
、
五
四
一
 

前
期
高
齢
者
交
付
金
 三

〇
二
、
五
七
三
 

使
用
料
及
び
手
数
料
　
　
 
　

一
〇
〇
 

〔
歳
出
〕 

総
務
費
　
　
　
　
　
　

一
七
、
〇
二
四
 

保
険
給
付
費
　
　
　

九
九
九
、
五
一
八
 

老
人
保
健
拠
出
金
　
　
　

四
、
〇
二
〇
 

介
護
納
付
金
　
　
　
　

六
八
、
〇
〇
〇
 

共
同
事
業
拠
出
金
　

一
四
五
、
一
〇
一
 

保
健
事
業
費
　
　
　
　

二
二
、
一
五
二
 

基
金
積
立
金
　
　
　
　
　

一
、
〇
〇
〇
 

諸
支
出
金
　
　
　
　
　

四
八
、
一
五
〇
 

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
 

一
三
八
、
〇
四
七
 

前
期
高
齢
者
納
付
金
等
　

　
 
三
八
五
 

予
備
費
　
　
　
　
　
　
　

三
、
〇
〇
〇
 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
老
人
保
健

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
　
　（
可
決
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
百
二
十
二
万
五

千
円
と
定
め
ま
し
た
。 

〔
歳
入
〕　
　
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
） 

支
払
基
金
交
付
金
　

 
 
　
 
九
〇
四
 

国
庫
支
出
金
　

　
　
　
　
　
　
六
〇
〇
 

県
支
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
〇
 

繰
入
金
　

　
　
　
　
 
 
 
 
五
四
一
 

諸
収
入
　
　
　
　

 
 
 
　
　
　
三
〇
 

〔
歳
出
〕 

総
務
費
　
　
　
　
　
　
　
 
　

三
九
一
 

医
療
諸
費
　
　
　
　
 
　

一
、
八
〇
四
 

諸
支
出
金
　
　
　
　
 
 
 
 
　

三
〇
 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
可
決
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
四
千
三
十

一
万
八
千
円
と
定
め
ま
し
た
。 

〔
歳
入
〕　
　
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
） 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
 

九
〇
、
七
〇
五
 

使
用
料
及
び
手
数
料
　
　
　
　
　

一
一
 

繰
入
金
　
　
　
　
　
　

四
六
、
〇
三
二
 

諸
収
入
 
　
　
　
　
　
　

三
、
四
〇
五
 

県
支
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六
五
 

〔
歳
出
〕
 

総
務
費
　
　
　
　
　
　
　

三
、
八
八
四
 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
 

一
三
三
、
〇
三
九
 

保
健
事
業
費
 
　
 
　
　

三
、
〇
九
五
 

諸
支
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇
〇
 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
　
　（
可
決
）

・
保
健
事
業
勘
定
に
つ
い
て
は
、歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
十
一
億
四
百
六
十
七
万
四
千

円
と
定
め
ま
し
た
。 

〔
歳
入
〕　
　
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
） 

保
険
料
　
　
　
　
　

一
七
三
、
八
八
二
 

国
庫
支
出
金
　
　
　

二
七
八
、
六
四
八
 

支
払
基
金
交
付
金
　

三
一
三
、
三
〇
八
 

県
支
出
金
　
　
　
　

一
九
〇
、
七
九
三
 

財
産
収
入
　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇
七
 

繰
入
金
　
　
　
　
　

一
四
六
、
六
六
一
 

繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　
 
　
　

一
〇
 

諸
収
入
　
 
 
 
 
　
　

一
、
〇
六
五
 

〔
歳
出
〕 

総
務
費
　
　
　
　
　
　

四
四
、
七
二
〇
 

保
険
給
付
費
　

一
、
〇
二
九
、
一
四
一
 

地
域
支
援
事
業
費
　
　

三
〇
、
一
一
六
 

基
金
積
立
金
　
　
　
　
　
　
　

三
〇
七
 

諸
支
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　

三
四
〇
 

予
備
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
 

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
に
つ
い
て
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
百
四
十
二
万

六
千
円
と
定
め
ま
し
た
。
 

〔
歳
入
〕　
　
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
） 

サ
ー
ビ
ス
収
入
　
　
　
　

三
、
七
〇
九
 

繰
入
金
　
　
　
　
　
　
　

一
、
七
〇
七
 

繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　
 
　
　

一
〇
 

〔
歳
出
〕 

サ
ー
ビ
ス
事
業
費
　
　
　

五
、
四
二
六
 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て（
可
決
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
一
千
二
百

九
十
六
万
九
千
円
と
定
め
ま
し
た
。 

〔
歳
入
〕　
　
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
） 

使
用
料
及
び
手
数
料
　

七
〇
、
二
三
〇
 

財
産
収
入
　
　
　
　
　
　
　
　

二
七
三
 

繰
入
金
　
　
　
　
　
　

二
七
、
四
一
五
 

繰
越
金
　
　
　
　
　
　

一
四
、
三
一
〇
 

諸
収
入
　
　

 
 
 
 
 
　
　
二
四
一
 

負
担
金
及
び
交
付
金
　
　
　
　

五
〇
〇
 

〔
歳
出
〕 

簡
易
水
道
費
　
　
　
　

七
四
、
五
九
二
 

公
債
費
　
　
　
　
　
　

三
八
、
三
七
七
 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
　（
可
決
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
八
千
百
六
十

九
万
八
千
円
と
定
め
ま
し
た
。 

〔
歳
入
〕　
　
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
） 

分
担
金
及
び
負
担
金
　
　

一
、
七
五
七
 

使
用
料
及
び
手
数
料
　

二
五
、
八
四
六
 

国
庫
支
出
金
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
 

繰
入
金
　
　
　
　
　

一
八
二
、
四
九
三
 

繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
 

諸
収
入
　

 
 
 
 
 
 
　
　
　
　
一
 

町
債
　
　
　
　
　
　
　

六
一
、
六
〇
〇
 

〔
歳
出
〕 

下
水
道
事
業
費
　
　
　

八
一
、
六
〇
五
 

公
債
費
　
　
　
　
　

二
〇
〇
、
〇
九
三
 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
可
決
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
六
百
七
十

四
万
円
と
定
め
ま
し
た
。 

〔
歳
入
〕　
　
　
　
　
　（
単
位
　
千
円
） 

使
用
料
及
び
手
数
料
　
　

四
、
八
五
七
 

繰
入
金
　
　
　
　
　
　

一
五
、
九
一
三
 

繰
越
金
　
　
　
　
　
　
　

一
、
〇
〇
〇
 

財
産
収
入
 
 
 
 
 
　
　
　
　

七
〇
 

町
債
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
九
〇
〇
 

〔
歳
出
〕 

農
業
集
落
排
水
事
業
費
　

五
、
九
二
七
 

公
債
費
　
　
　
　
　
　

二
〇
、
八
一
三
 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
　
　（
可
決
）

収
益
的
収
支
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
億
七

千
六
百
八
万
円
と
定
め
、資
本
的
収
入
を

千
七
十
六
万
円
、資
本
的
支
出
を
七
千
九

百
九
十
一
万
円
と
し
、支
出
に
対
し
て
不

足
す
る
額
は
、当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

資
金
で
補
填
す
る
も
の
で
す
。 

◆
平
成
二
十
二
年
度
吉
野
町
国
民
健
康

保
険
吉
野
病
院
事
業
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

収
益
的
収
支
額
を
そ
れ
ぞ
れ
十
四
億
二

千
七
百
三
十
一
万
五
千
円
と
定
め
、資
本

的
収
入
を
一
億
三
千
八
百
八
十
五
万
円
、

資
本
的
支
出
を
二
億
千
九
百
六
十
二
万
二

千
円
と
し
、支
出
に
対
し
て
不
足
す
る
額

は
、当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補

填
す
る
も
の
で
す
。 

◆
平
成
二
十
一
年
度
吉
野
町
一
般
会
計

補
正
予
算
第
一
〇
号
に
つ
い
て（
可
決
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
二
億
千
三
百
四
十
万
六
千
円
を
追
加

し
、総
額
五
十
四
億
五
百
四
十
九
万
九
千

円
と
な
り
ま
し
た
。 

主
な
も
の
は
、基
金
積
立
金
、急
傾
斜

地
崩
壊
防
止
工
事
負
担
金
等
の
増
額
、簡

易
水
道
特
別
会
計
、下
水
道
特
別
会
計
、

吉
野
病
院
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
等
の
増

額
補
正
と
職
員
給
与
費
等
の
調
整
で
す
。 

◆
平
成
二
十
一
年
度
吉
野
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
四
号
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
二
千
三
百
万
円
を
追
加
し
、総
額
九

億
千
百
九
十
六
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

柳
簡
易
水
道
整
備
事
業
に
係
る
公
共
投

資
臨
時
交
付
金
の
調
整
等
で
す
。 

◆
平
成
二
十
一
年
度
吉
野
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
三
号
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
、歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
千
三
百
万
円
を
減
額
し
、総
額

三
億
二
千
二
百
五
十
八
万
四
千
円
と
な
り

ま
し
た
。 

主
な
も
の
は
、公
共
投
資
臨
時
交
付
金

公
共
下
水
道
建
設
事
業
の
減
額
補
正
で
す
。 

◆
平
成
二
十
一
年
度
吉
野
町
国
民
健
康

保
険
吉
野
病
院
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
第
六
号
に
つ
い
て
　
　
　（
可
決
）

収
益
的
収
入
の
う
ち
、入
院
収
益
を
七

千
五
百
万
円
減
額
、外
来
収
益
を
二
千
三

百
三
十
万
円
減
額
、他
会
計
補
助
金
を
八

千
五
百
万
円
増
額
し
、収
益
的
支
出
の
う

ち
、薬
品
材
料
費
千
三
百
三
十
万
円
を
減

額
補
正
す
る
も
の
で
す
。 

 契

約

案

件
 

◆
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
柳
地
区
簡
易

水
道
施
設
改
良
工
事
（
１
工
区
）
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
　
　
　（
可
決
）

・
契
約
方
法
　
指
名
競
争
入
札
 

・
契
約
金
額
 

七
九
、
二
七
五
、
〇
〇
〇
円
 

・
契
約
の
相
手
方
 

カ
ズ
モ
リ
建
設
株
式
会
社
　
 

（
河
原
屋
） 

◆
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
柳
地
区
簡
易

水
道
施
設
改
良
工
事
（
２
工
区
）
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
　
　
　（
可
決
）

・
契
約
方
法
　
指
名
競
争
入
札
 

・
契
約
金
額
 

五
〇
、
六
一
〇
、
〇
〇
〇
円
 

・
契
約
の
相
手
方
 

株
式
会
社
ダ
イ
シ
ン
　
　
　
 

（
平
尾
） 

 

そ

の

他

 

議
員
派
遣
に
つ
い
て
や
、各
委
員
会
の
所

管
事
項
に
関
す
る
閉
会
中
の
継
続
審
査
に

つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 意

見

書

 

◆
最
低
年
金
制
度
の
実
現
に
関
す
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
　
　
　（
可
決
）

提
出
議
員
　
　
野
木
康
司
　
議
員
 

賛
成
議
員
　
　
薮
坂
眞
佐
　
議
員
 

◆
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法（
仮
称
）
」

の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て
　
　
　
　
　（
可
決
）

提
出
議
員
　
　
辻
本
　
茂
　
議
員
 

賛
成
議
員
　
　
山
本
隆
敏
　
議
員
 

◆
「
ヒ
ロ
シ
マ
･
ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
」
の

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
の
採
択
に
向

け
た
取
り
組
み
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

提
出
議
員
　
　
松
本
義
昭
　
議
員
 

賛
成
議
員
　
　
上
滝
義
平
　
議
員
 

◆
国
連
自
由
権
規
約
「
個
人
通
報
制
度
」

の
批
准
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

提
出
議
員
　
　
薮
坂
眞
佐
　
議
員
 

賛
成
議
員
　
　
野
木
康
司
　
議
員
 

◆
冤
罪
を
防
止
す
る
た
め
、取
調
べ
の
全

面
可
視
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

提
出
議
員
　
　
薮
坂
眞
佐
　
議
員
 

賛
成
議
員
　
　
野
木
康
司
　
議
員
 

◆
地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
の
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
可
決
）

提
出
議
員
　
　
中
井
章
太
　
議
員
 

賛
成
議
員
　
　
小
泉
　
梓
　
議
員
 

委

員

選

任
 

◆
吉
野
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
　（
同
意
）

本
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
任
期
が
満

了
と
な
る
松
岡
　
一
氏（
南
大
野
）に
か
わ

り
、田
中
領
二
氏（
志
賀
）の
選
任
の
た
め
、

議
会
の
同
意
を
得
た
も
の
で
す
。 

◆
吉
野
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
同
意
）

本
年
四
月
二
十
日
を
も
っ
て
任
期
が
満

了
と
な
る
芳
水
正
博
氏（
上
市
）に
か
わ
り
、

上
平
喜
英
氏（
上
市
）の
選
任
の
た
め
、議

会
の
同
意
を
得
た
も
の
で
す
。 

一

般

質

問

辻
本
　
茂
　
議
員
 

●
吉
野
を
愛
す
る
心
の
教
育

・
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
に

よ
り
人
口
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
今
後
、

取
り
組
む
政
策
と
計
画
に
つ
い
て

町
長
・
担
当
課
長
答
弁
 

こ
の
１０
年
間
の
人
口
推
移
に
つ
い
て
は
、

年
平
均
で
、出
生
者
が
約
４０
人
、死
亡

者
が
約
１
４
０
人
、転
入
者
が
約
２
０

０
人
、転
出
者
が
約
３
５
０
人
、人
口
の

減
少
数
は
、年
平
均
で
約
２
５
０
人
と

い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

《
次
頁
に
続
く
》
 

全
国
町
村
議
会
 

 
 
 
議
長
会
表
彰
 

吉
野
町
議
会

吉
野
町
議
会
 

地
域
地
域
の
振
興
発
展

振
興
発
展
に
寄
与
寄
与
 

吉
野
町
議
会

吉
野
町
議
会
 

地
域
地
域
の
振
興
発
展

振
興
発
展
に
寄
与
寄
与
 

吉
野
町
議
会
 

地
域
の
振
興
発
展
に
寄
与
 

３
月
２９
日（
月
）に
橿
原
市
の
県
市
町
村
会
館

で
開
催
さ
れ
た
平
成
２１
年
度
県
町
村
議
会
議
長

会
定
期
総
会
に
お
い
て
、吉
野
町
議
会
が
全
国
町

村
議
会
議
長
会
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、地
域
の
振
興
発
展
及
び
住
民
福
祉
の

向
上
の
た
め
寄
与
し
て
い
る
功
績
を
讃
え
ら
れ
た

も
の
で
、当
日
は
、町
議
会
を
代
表
し
て
西
澤
巧

平
議
長
が
表
彰
状
の
伝
達
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、一
層
の
本
町
発
展
と
住
民
福
祉

向
上
の
た
め
、ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
祈
念

い
た
し
ま
す
。 
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今
後
も
、人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ

ま
す
が
、根
本
的
に
は
、ご
指
摘
の
と
お

り
、吉
野
を
愛
す
る
心
が
醸
成
さ
れ
て

い
な
い
と
い
け
な
い
。一
旦
、転
出
さ
れ
て

も
、帰
っ
て
こ
よ
う
と
い
う
よ
う
な
方
々

を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、吉
野
を

愛
す
る
心
を
ど
う
や
っ
て
育
て
て
い
く
か
。

吉
野
に
あ
る
地
域
の
資
源
、文
化
の
資

源
に
ふ
れ
、内
容
を
知
り
、吉
野
に
生
ま

れ
育
っ
た
こ
と
に
自
信
を
持
っ
て
、誇
り

を
持
て
る
よ
う
に
ど
う
す
る
の
か
。
吉

野
の
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し
、身
に
付

け
て
も
ら
う
取
り
組
み
が
必
要
と
改
め

て
思
っ
て
い
ま
す
。 

吉
野
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、還

暦
を
迎
え
ら
れ
る
方
を
対
象
に
、吉
野

で
同
窓
会
を
開
い
て
い
た
だ
こ
う
と
い

う
こ
と
で
、３
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。町
は
、名
簿
の
作
成
、案
内

状
の
配
付
、会
場
の
手
配
と
い
っ
た
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
２２

年
度
は
、吉
野
町
を
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
方
々
に
、ふ
る
さ
と
応
援
団
を
結

成
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
関
連
し
て
、ふ
る
さ
と
納
税

と
し
て
２１
年
度
に
寄
付
を
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
状
況
は
、今
年
２
月
１０
日
ま
で
に
、

６
３
１
件
、７
７
９
万
９
千
円
の
申
し
出

を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。 

教
育
委
員
会
で
は
、各
学
校
で
総
合

的
な
学
習
の
時
間
等
に
よ
り
、地
域
の

状
況
に
合
わ
せ
て
、ふ
る
さ
と
に
学
ぶ
と

い
う
位
置
づ
け
で
、地
域
の
よ
さ
と
か
す

ば
ら
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
自
身
が
住
ん
で
い
る
地
域

と
の
か
か
わ
り
を
深
め
、地
域
の
お
祭

り
や
行
事
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
や
、吉
野
の
自
然
や

文
化
、先
人
の
営
み
を
通
し
て
、吉
野
町

を
愛
し
、誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
学
習

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、吉
野
の
発
展
に

こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
尽
く
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
心
情
と
い
う
も
の
を
育
て
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。 

吉
野
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
次
の
総
合
計
画
で
考

え
て
い
る
の
か
と
い
う
ご
指
摘
で
す
が
、

現
在
、総
合
計
画
を
策
定
中
で
、２２
年

度
に
は
、ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

参
加
者
を
公
募
し
、町
民
の
方
々
の
思
い

や
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

い
い
ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
め
る
よ
う
な
取

り
組
み
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

薮
坂
眞
佐
　
議
員
 

●
耕
作
放
棄
地
の
再
生
に
つ
い
て

・
耕
作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
の
実
態
、農

地
再
生
の
方
向
性
、現
状
の
課
題
に
つ

い
て

町
長
・
担
当
課
長
答
弁

平
成
２０
年
の
調
査
で
は
、農
業
振
興

地
域
内
の
農
地
で
、あ
る
程
度
手
を
入

れ
れ
ば
農
地
に
戻
る
と
判
断
で
き
る
耕

作
放
棄
地
が
１３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、耕
作
で
き

る
状
況
に
あ
る
が
、現
在
、何
も
農
作

物
等
が
植
え
ら
れ
て
い
な
い
遊
休
農
地

が
２６
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
に
、町
、町
農
業
委
員
会
、Ｊ

Ａ
、県
南
部
農
林
事
務
所
の
４
者
が
構

成
員
と
な
り
、耕
作
放
棄
地
対
策
協
議

会
が
設
立
さ
れ
、今
後
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、耕
作
放
棄
地
の
拡
大
防

止
と
解
消
に
向
け
て
、中
山
間
地
域
の

直
接
支
払
制
度
、有
害
獣
対
策
等
の
取

り
組
み
、吉
野
葛
や
ニ
ン
ニ
ク
を
吉
野
地

域
の
特
産
品
と
す
る
試
み
な
ど
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、高
齢
化
が
進
む
中

で
、農
地
を
借
り
た
い
と
い
う
方
へ
の
対

応
、担
い
手
の
確
保
や
援
助
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
な
ど
の
検
討
も
必
要
と
な

り
ま
す
。し
か
し
、町
内
の
農
地
の
多
く

は
、土
地
の
所
有
者
一
人
ひ
と
り
の
所

有
面
積
、耕
作
面
積
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、

農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
、ま
と
ま
っ
た
農

地
を
借
り
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

所
有
者
が
多
く
い
て
、な
か
な
か
調
整

が
取
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
併
せ
て
、町

が
農
地
バ
ン
ク
を
や
っ
て
町
で
借
り
上
げ

て
貸
し
付
け
る
と
い
う
よ
う
な
大
胆
な

政
策
も
必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。ハ
ー
ド

面
の
整
備
に
加
え
て
、ど
う
い
う
作
物

を
ど
う
作
っ
て
、ど
う
売
っ
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
と
並
行
し
な
が
ら
、町
の
農

業
政
策
を
大
き
な
課
題
と
捉
え
、取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

●
町
内
の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

・
町
民
ニ
ー
ズ
と
利
用
実
態
、補
助
事
業

終
了
後
の
見
通
し
、デ
マ
ン
ド
制
度
の

導
入
に
つ
い
て

町
長
・
担
当
課
長
答
弁

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、実
証
運
行
が

始
ま
っ
た
昨
年
６
月
以
降
、路
線
全
体

で
月
間
約
２
６
０
０
人
か
ら
２
９
０
０
人
、

う
ち
一
般
乗
客
の
方
が
２
２
０
０
人
か

ら
２
５
０
０
人
、混
乗
の
小
・
中
学
生
が

２
０
０
人
か
ら
４
０
０
人
と
い
う
現
状

で
す
。（
ス
ク
ー
ル
専
用
バ
ス
の
小
・
中
学

生
は
含
ま
ず
。） 

運
行
開
始
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見

箱
、電
話
や
メ
ー
ル
等
の
ご
意
見
を
集
約

し
て
、今
年
３
月
２３
日
か
ら
新
し
い
時

刻
表
で
の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
指
摘
や
ご
意
見
が
あ
っ
た
点
を

重
点
的
に
改
善
し
て
い
ま
す
が
、特
に

多
く
の
乗
車
が
見
込
め
る
同
じ
よ
う
な

時
間
帯
に
バ
ス
が
た
く
さ
ん
必
要
で
、小
・

中
学
生
の
授
業
中
な
ど
の
時
間
帯
は
、

一
般
の
方
の
利
用
も
少
な
い
時
間
帯
と

な
る
と
い
う
傾
向
が
あ
り
、調
整
を
取

り
な
が
ら
時
刻
の
設
定
を
し
て
い
る
現

状
で
す
。 

予
算
的
に
は
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

は
、保
護
者
に
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
使

用
料
と
交
付
税
の
算
入
措
置
に
よ
っ
て

ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、約
３
０
５

０
万
円
必
要
で
、う
ち
実
証
運
行
の
国

か
ら
の
補
助
が
約
２
４
０
０
万
円
、使
用

料
が
約
５
７
０
万
円
、町
の
一
般
財
源

が
約
８０
万
円
と
い
う
状
況
で
す
。
あ
と

２
年
の
実
証
運
行
の
期
間
が
過
ぎ
る
と
、

運
行
の
見
直
し
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、公
共
バ
ス
の
運

行
と
い
う
こ
と
で
、一
般
財
源
の
投
入

も
あ
る
程
度
は
覚
悟
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
、デ
マ
ン
ド
運
行
で
の
対
応

や
路
線
の
見
直
し
、バ
ス
の
小
型
化
な
ど
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
な
が
ら
、財
政
的
に
も

あ
る
程
度
納
得
で
き
る
よ
う
な
形
の
運

行
に
切
り
替
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

野
木
康
司
　
議
員
 

●
北
岡
町
政
３
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

・
協
働
の
取
り
組
み
、企
業
誘
致
、吉
野

病
院
の
今
後
に
つ
い
て

町
長
答
弁

協
働
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
、従

来
の
仕
組
み
で
は
適
切
な
対
応
は
困
難

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
思
い
か
ら
、今
後
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
、あ
る
い
は
、町
づ
く
り
団
体
な
ど

の
住
民
活
動
団
体
の
活
動
領
域
と
役

場
が
担
う
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
交
じ
り
合

う
部
分
、い
わ
ゆ
る
新
し
い
公
共
と
い
わ

れ
る
領
域
を
拡
大
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、住
民
活
動
団
体
な
ど

の
活
動
が
行
政
と
の
協
働
に
よ
り
さ
ら

に
効
果
が
見
込
め
る
事
業
に
つ
い
て
、そ

の
取
り
組
み
内
容
に
応
じ
て
、活
動
資

金
の
一
部
を
助
成
す
る
協
働
の
町
づ
く

り
推
進
交
付
金
事
業
を
２２
年
度
に
予

定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
課
題
の
共

有
や
そ
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

協
働
で
推
進
す
る
た
め
、職
員
の
地
域

担
当
制
度
に
つ
い
て
、実
施
に
向
け
た
研

究
を
し
て
い
ま
す
。 

地
域
の
活
性
化
を
図
り
、持
続
可
能

な
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、今
後
の

町
づ
く
り
の
方
向
性
と
し
て
、町
民
と

行
政
と
が
地
域
課
題
を
共
有
し
、そ
の

解
決
に
向
け
て
相
互
に
連
携
協
力
す

る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、誰
も
が

公
共
の
担
い
手
と
し
て
主
体
的
に
町
づ

く
り
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
き
、住
民
自

治
の
醸
成
を
目
指
す
と
い
う
取
り
組
み

を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

次
に
、企
業
誘
致
に
関
し
ま
し
て
、外

部
の
活
力
を
導
入
す
る
と
い
う
点
で
、旧

中
荘
小
学
校
の
野
外
活
動
拠
点
施
設
と

し
て
の
活
用
は
、施
設
を
中
心
と
し
て
、

吉
野
山
や
吉
野
川
、津
風
呂
湖
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
や
国
栖
地
域
で
の
も
の
づ
く

り
な
ど
、い
ろ
ん
な
材
料
を
生
か
し
た
メ

ニ
ュ
ー
が
考
案
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、旧
中
竜
門
小
学
校
跡
地
を
活

用
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
誘
致

に
つ
い
て
も
実
現
す
る
と
、中
竜
門
地
域

に
及
ぼ
す
プ
ラ
ス
面
で
の
効
果
は
大
き
く
、

地
域
と
と
も
に
事
業
展
開
し
て
い
た
だ

け
る
と
期
待
し
て
お
り
、町
と
し
て
も

誘
致
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。 

吉
野
見
附
三
茶
屋
に
お
い
て
も
、工
房

街
道
推
進
協
議
会
が
拠
点
を
設
け
て
い

た
だ
き
、こ
れ
か
ら
活
動
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。中
身
の
伴
っ
た
交
流
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、地
域
の
経
済
や
に
ぎ
わ
い
を
も

た
ら
す
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。 

吉
野
町
に
お
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
優
遇

策
を
も
っ
て
製
造
業
等
の
企
業
を
誘
致

す
る
と
い
う
こ
と
へ
の
努
力
も
し
ま
す
が
、

交
流
と
と
も
に
外
部
の
力
を
導
入
す
る

と
い
う
こ
と
も
、吉
野
町
流
の
企
業
誘

致
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

病
院
に
つ
い
て
は
、本
来
、町
が
す
る
べ

き
こ
と
と
い
う
の
は
、患
者
さ
ん
は
も
ち

ろ
ん
、今
、暮
ら
し
て
い
る
町
民
の
皆
さ

ん
が
い
か
に
安
全
で
安
心
で
、そ
し
て
、

健
康
で
長
生
き
で
き
る
か
と
い
う
と
こ

ろ
に
視
点
を
移
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
民
全
体
の

福
祉
と
い
う
観
点
で
の
取
り
組
み
、地

域
の
力
を
頼
り
に
し
な
が
ら
、保
健
、福

祉
、医
療
で
の
総
合
的
な
施
策
の
中
で

吉
野
病
院
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。今
、経

営
面
か
ら
病
院
の
形
態
を
変
え
る
の
で

は
な
く
、町
民
に
と
っ
て
、南
和
地
域
の

人
に
と
っ
て
何
が
必
要
か
と
い
う
視
点

に
よ
っ
て
、病
院
の
役
割
の
変
更
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。プ
ラ
ン
の

作
成
に
当
た
っ
て
は
多
く
の
方
の
意
見

を
聴
取
さ
せ
て
い
た
だ
き
、秋
に
は
方

針
を
決
定
し
、早
け
れ
ば
来
年
４
月
に

は
新
吉
野
病
院
と
い
う
形
で
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

上
滝
義
平
　
議
員
 

●
住
民
の
立
場
か
ら
見
た
吉
野
町
の
現

状
と
今
後
の
課
題

町
長
答
弁

町
長
の
給
料
の
減
額
等
に
つ
い
て
の

質
問
で
す
が
、私
が
町
長
就
任
以
前
か

ら
、行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
５

％
減
額
し
て
い
た
の
を
就
任
後
も
引
き

継
ぎ
、今
年
３
月
ま
で
減
額
を
継
続
し

て
お
り
ま
し
た
。こ
の
行
財
政
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
平
成
２１
年
度
で
５
年
間
の
計

画
が
終
わ
る
こ
と
か
ら
、平
成
２２
年
度

に
お
い
て
、や
り
残
し
た
こ
と
と
今
後
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
再
度
検
討

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

職
員
数
に
つ
い
て
も
、吉
野
町
程
度
の

規
模
の
町
村
に
お
い
て
、病
院
、幼
稚
園
、

保
育
所
が
あ
り
、学
校
給
食
も
し
て
お

り
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
も
あ
る
と
い
う
状

況
の
中
で
、職
員
数
は
や
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
よ
り
は
必
ず
多
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
と
に
か
く
多
い
か
ら
減
ら
す
と
い

う
考
え
方
で
は
ひ
ず
み
が
生
じ
る
こ
と

か
ら
、選
択
と
集
中
と
い
う
こ
と
が
必

要
と
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
次
の
行
財
政
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
検
討
し
て
い
く
中
で
、補
助
金
等

に
つ
い
て
も
職
員
数
に
つ
い
て
も
、一
律

に
カ
ッ
ト
す
る
と
い
う
考
え
方
で
は
、全

体
的
に
失
速
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、さ
ら
に
質
の
あ
る
向
上
を

考
え
、改
め
て
ど
こ
に
ど
う
、ど
れ
を
カ
ッ

ト
し
、ど
の
事
業
を
い
か
に
続
け
て
い
く

か
、伸
び
る
と
こ
ろ
に
は
支
出
し
て
い
く

と
い
う
よ
う
な
感
覚
で
取
り
組
ん
で
い

く
過
程
の
中
で
、町
長
等
の
給
料
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
減
額
す
る
こ
と
も
あ
り

得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
、全

体
の
中
で
の
討
論
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

行
財
政
改
革
の
進
捗
に
つ
い
て
の
ご

質
問
に
つ
い
て
、私
が
就
任
後
、手
を
つ

け
ら
れ
て
い
な
く
て
、一
番
大
き
く
残
っ

て
い
た
の
が
幼
保
一
元
化
で
す
が
、な
ん

と
か
一
歩
進
ん
で
お
る
つ
も
り
で
す
。ま

た
、国
栖
、中
竜
門
の
支
所
の
取
扱
い
に

つ
い
て
も
、結
論
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
を

考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、ま
ず
、戸
籍
の

電
算
化
も
踏
ま
え
、支
所
の
戸
籍
事
務

を
本
庁
に
移
す
が
、中
竜
門
と
国
栖
地

域
の
振
興
の
た
め
に
、地
域
の
拠
点
施

設
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
た
め
、人
を

配
置
し
て
い
く
と
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
す
。
人
員
の
配
置
日
数
等

の
見
直
し
は
行
い
、人
件
費
の
経
費
削

減
は
、両
支
所
合
わ
せ
て
約
３
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
、こ
の
こ
と
を
次
に
ど
う
生
か

し
て
い
く
か
、住
民
の
皆
さ
ん
方
と
の
協

働
で
ど
う
し
て
い
く
の
か
が
新
た
な
課

題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

上平 喜英　教育長

芳水 正博　前教育長

こ
の
度
、吉
野
町
教
育
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
上
平
喜
英
で
す
。
就

任
し
、教
育
長
と
し
て
の
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま

す
が
、こ
れ
ま
で
の
町
行
政
・
県
教
育
行
政
・

学
校
教
育
で
の
経
験
を
も
と
に
、本
町
教

育
行
政
の
現
状
を
把
握
し
、そ
の
推
進
に

向
け
て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
方
に
は

ど
う
か
よ
ろ
し
く
ご
支
援
の
ほ
ど
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

上
平
教
育
長
の
略
歴
 

上
平
教
育
長
は
昭
和
４５
年
吉
野
町

役
場
採
用
と
な
り
総
務
課
等
を
勤
務

さ
れ
、昭
和
５３
年
奈
良
県
公
立
学
校

教
諭
と
な
り
、川
上
第
二
小
学
校
教
諭
、

川
上
東
小
学
校
教
諭
、国
栖
小
学
校

教
頭
・
校
長
、奈
良
県
教
育
委
員
会
事

務
局
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
、吉
野

中
学
校
校
長
、吉
野
小
学
校
校
長
な

ど
を
歴
任
、本
年
４
月
２１
日
付
け
で
吉

野
町
教
育
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 上平 喜英　教育長

芳水 正博　前教育長

私
は
、去
る
４
月
２０
日
を
も
ち
ま
し
て

教
育
長
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

在
任
中
は
町
内
の
皆
様
方
に
は
ご
支
援

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

今
、本
町
に
お
い
て
も
国
内
の
情
況
そ
の

ま
ま
に
、極
端
な
ほ
ど
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
ま
す
。そ
ん
な
中
、学
校
教
育
に

お
い
て
は
、幼
稚
園
・
小
学
校
の
合
併
、老

朽
化
に
よ
る
中
学
校
の
改
築
、小
学
校
運

動
場
の
芝
生
化
、空
き
校
舎
の
活
用
等
々

へ
の
取
り
組
み
、社
会
教
育
に
お
き
ま
し
て

は
、各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
、町
民
が
笑
顔
で
集

え
る「
協
働
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、町
の
行

財
政
改
革
の
必
要
性
が
切
迫
し
て
い
る
今
、

事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検
討

を
加
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、現
在
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
や
惹
起
す
る
事
象
・
事
件
を
考
え

る
と
き
、安
心
・
安
全
な
社
会
の
実
現
の
た

め
に
は
、町
民
の
皆
様
が
一
丸
と
な
っ
て
の

取
り
組
み
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。 

終
わ
り
に
吉
野
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を

念
じ
つ
つ
、ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

就
任
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

就
任
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 
退
任
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

退
任
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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今
後
も
、人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ

ま
す
が
、根
本
的
に
は
、ご
指
摘
の
と
お

り
、吉
野
を
愛
す
る
心
が
醸
成
さ
れ
て

い
な
い
と
い
け
な
い
。一
旦
、転
出
さ
れ
て

も
、帰
っ
て
こ
よ
う
と
い
う
よ
う
な
方
々

を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、吉
野
を

愛
す
る
心
を
ど
う
や
っ
て
育
て
て
い
く
か
。

吉
野
に
あ
る
地
域
の
資
源
、文
化
の
資

源
に
ふ
れ
、内
容
を
知
り
、吉
野
に
生
ま

れ
育
っ
た
こ
と
に
自
信
を
持
っ
て
、誇
り

を
持
て
る
よ
う
に
ど
う
す
る
の
か
。
吉

野
の
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し
、身
に
付

け
て
も
ら
う
取
り
組
み
が
必
要
と
改
め

て
思
っ
て
い
ま
す
。 

吉
野
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、還

暦
を
迎
え
ら
れ
る
方
を
対
象
に
、吉
野

で
同
窓
会
を
開
い
て
い
た
だ
こ
う
と
い

う
こ
と
で
、３
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。町
は
、名
簿
の
作
成
、案
内

状
の
配
付
、会
場
の
手
配
と
い
っ
た
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
２２

年
度
は
、吉
野
町
を
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
方
々
に
、ふ
る
さ
と
応
援
団
を
結

成
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
関
連
し
て
、ふ
る
さ
と
納
税

と
し
て
２１
年
度
に
寄
付
を
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
状
況
は
、今
年
２
月
１０
日
ま
で
に
、

６
３
１
件
、７
７
９
万
９
千
円
の
申
し
出

を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。 

教
育
委
員
会
で
は
、各
学
校
で
総
合

的
な
学
習
の
時
間
等
に
よ
り
、地
域
の

状
況
に
合
わ
せ
て
、ふ
る
さ
と
に
学
ぶ
と

い
う
位
置
づ
け
で
、地
域
の
よ
さ
と
か
す

ば
ら
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
自
身
が
住
ん
で
い
る
地
域

と
の
か
か
わ
り
を
深
め
、地
域
の
お
祭

り
や
行
事
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
や
、吉
野
の
自
然
や

文
化
、先
人
の
営
み
を
通
し
て
、吉
野
町

を
愛
し
、誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
学
習

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、吉
野
の
発
展
に

こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
尽
く
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
心
情
と
い
う
も
の
を
育
て
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。 

吉
野
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
次
の
総
合
計
画
で
考

え
て
い
る
の
か
と
い
う
ご
指
摘
で
す
が
、

現
在
、総
合
計
画
を
策
定
中
で
、２２
年

度
に
は
、ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

参
加
者
を
公
募
し
、町
民
の
方
々
の
思
い

や
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

い
い
ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
め
る
よ
う
な
取

り
組
み
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

薮
坂
眞
佐
　
議
員
 

●
耕
作
放
棄
地
の
再
生
に
つ
い
て

・
耕
作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
の
実
態
、農

地
再
生
の
方
向
性
、現
状
の
課
題
に
つ

い
て

町
長
・
担
当
課
長
答
弁

平
成
２０
年
の
調
査
で
は
、農
業
振
興

地
域
内
の
農
地
で
、あ
る
程
度
手
を
入

れ
れ
ば
農
地
に
戻
る
と
判
断
で
き
る
耕

作
放
棄
地
が
１３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、耕
作
で
き

る
状
況
に
あ
る
が
、現
在
、何
も
農
作

物
等
が
植
え
ら
れ
て
い
な
い
遊
休
農
地

が
２６
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
に
、町
、町
農
業
委
員
会
、Ｊ

Ａ
、県
南
部
農
林
事
務
所
の
４
者
が
構

成
員
と
な
り
、耕
作
放
棄
地
対
策
協
議

会
が
設
立
さ
れ
、今
後
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、耕
作
放
棄
地
の
拡
大
防

止
と
解
消
に
向
け
て
、中
山
間
地
域
の

直
接
支
払
制
度
、有
害
獣
対
策
等
の
取

り
組
み
、吉
野
葛
や
ニ
ン
ニ
ク
を
吉
野
地

域
の
特
産
品
と
す
る
試
み
な
ど
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、高
齢
化
が
進
む
中

で
、農
地
を
借
り
た
い
と
い
う
方
へ
の
対

応
、担
い
手
の
確
保
や
援
助
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
な
ど
の
検
討
も
必
要
と
な

り
ま
す
。し
か
し
、町
内
の
農
地
の
多
く

は
、土
地
の
所
有
者
一
人
ひ
と
り
の
所

有
面
積
、耕
作
面
積
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、

農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
、ま
と
ま
っ
た
農

地
を
借
り
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

所
有
者
が
多
く
い
て
、な
か
な
か
調
整

が
取
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
併
せ
て
、町

が
農
地
バ
ン
ク
を
や
っ
て
町
で
借
り
上
げ

て
貸
し
付
け
る
と
い
う
よ
う
な
大
胆
な

政
策
も
必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。ハ
ー
ド

面
の
整
備
に
加
え
て
、ど
う
い
う
作
物

を
ど
う
作
っ
て
、ど
う
売
っ
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
と
並
行
し
な
が
ら
、町
の
農

業
政
策
を
大
き
な
課
題
と
捉
え
、取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

●
町
内
の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

・
町
民
ニ
ー
ズ
と
利
用
実
態
、補
助
事
業

終
了
後
の
見
通
し
、デ
マ
ン
ド
制
度
の

導
入
に
つ
い
て

町
長
・
担
当
課
長
答
弁

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、実
証
運
行
が

始
ま
っ
た
昨
年
６
月
以
降
、路
線
全
体

で
月
間
約
２
６
０
０
人
か
ら
２
９
０
０
人
、

う
ち
一
般
乗
客
の
方
が
２
２
０
０
人
か

ら
２
５
０
０
人
、混
乗
の
小
・
中
学
生
が

２
０
０
人
か
ら
４
０
０
人
と
い
う
現
状

で
す
。（
ス
ク
ー
ル
専
用
バ
ス
の
小
・
中
学

生
は
含
ま
ず
。） 

運
行
開
始
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見

箱
、電
話
や
メ
ー
ル
等
の
ご
意
見
を
集
約

し
て
、今
年
３
月
２３
日
か
ら
新
し
い
時

刻
表
で
の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
指
摘
や
ご
意
見
が
あ
っ
た
点
を

重
点
的
に
改
善
し
て
い
ま
す
が
、特
に

多
く
の
乗
車
が
見
込
め
る
同
じ
よ
う
な

時
間
帯
に
バ
ス
が
た
く
さ
ん
必
要
で
、小
・

中
学
生
の
授
業
中
な
ど
の
時
間
帯
は
、

一
般
の
方
の
利
用
も
少
な
い
時
間
帯
と

な
る
と
い
う
傾
向
が
あ
り
、調
整
を
取

り
な
が
ら
時
刻
の
設
定
を
し
て
い
る
現

状
で
す
。 

予
算
的
に
は
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

は
、保
護
者
に
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
使

用
料
と
交
付
税
の
算
入
措
置
に
よ
っ
て

ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、約
３
０
５

０
万
円
必
要
で
、う
ち
実
証
運
行
の
国

か
ら
の
補
助
が
約
２
４
０
０
万
円
、使
用

料
が
約
５
７
０
万
円
、町
の
一
般
財
源

が
約
８０
万
円
と
い
う
状
況
で
す
。
あ
と

２
年
の
実
証
運
行
の
期
間
が
過
ぎ
る
と
、

運
行
の
見
直
し
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
、公
共
バ
ス
の
運

行
と
い
う
こ
と
で
、一
般
財
源
の
投
入

も
あ
る
程
度
は
覚
悟
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
、デ
マ
ン
ド
運
行
で
の
対
応

や
路
線
の
見
直
し
、バ
ス
の
小
型
化
な
ど
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
な
が
ら
、財
政
的
に
も

あ
る
程
度
納
得
で
き
る
よ
う
な
形
の
運

行
に
切
り
替
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

野
木
康
司
　
議
員
 

●
北
岡
町
政
３
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

・
協
働
の
取
り
組
み
、企
業
誘
致
、吉
野

病
院
の
今
後
に
つ
い
て

町
長
答
弁

協
働
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
、従

来
の
仕
組
み
で
は
適
切
な
対
応
は
困
難

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
思
い
か
ら
、今
後
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
、あ
る
い
は
、町
づ
く
り
団
体
な
ど

の
住
民
活
動
団
体
の
活
動
領
域
と
役

場
が
担
う
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
交
じ
り
合

う
部
分
、い
わ
ゆ
る
新
し
い
公
共
と
い
わ

れ
る
領
域
を
拡
大
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、住
民
活
動
団
体
な
ど

の
活
動
が
行
政
と
の
協
働
に
よ
り
さ
ら

に
効
果
が
見
込
め
る
事
業
に
つ
い
て
、そ

の
取
り
組
み
内
容
に
応
じ
て
、活
動
資

金
の
一
部
を
助
成
す
る
協
働
の
町
づ
く

り
推
進
交
付
金
事
業
を
２２
年
度
に
予

定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
課
題
の
共

有
や
そ
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

協
働
で
推
進
す
る
た
め
、職
員
の
地
域

担
当
制
度
に
つ
い
て
、実
施
に
向
け
た
研

究
を
し
て
い
ま
す
。 

地
域
の
活
性
化
を
図
り
、持
続
可
能

な
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、今
後
の

町
づ
く
り
の
方
向
性
と
し
て
、町
民
と

行
政
と
が
地
域
課
題
を
共
有
し
、そ
の

解
決
に
向
け
て
相
互
に
連
携
協
力
す

る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、誰
も
が

公
共
の
担
い
手
と
し
て
主
体
的
に
町
づ

く
り
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
き
、住
民
自

治
の
醸
成
を
目
指
す
と
い
う
取
り
組
み

を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

次
に
、企
業
誘
致
に
関
し
ま
し
て
、外

部
の
活
力
を
導
入
す
る
と
い
う
点
で
、旧

中
荘
小
学
校
の
野
外
活
動
拠
点
施
設
と

し
て
の
活
用
は
、施
設
を
中
心
と
し
て
、

吉
野
山
や
吉
野
川
、津
風
呂
湖
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
や
国
栖
地
域
で
の
も
の
づ
く

り
な
ど
、い
ろ
ん
な
材
料
を
生
か
し
た
メ

ニ
ュ
ー
が
考
案
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、旧
中
竜
門
小
学
校
跡
地
を
活

用
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
誘
致

に
つ
い
て
も
実
現
す
る
と
、中
竜
門
地
域

に
及
ぼ
す
プ
ラ
ス
面
で
の
効
果
は
大
き
く
、

地
域
と
と
も
に
事
業
展
開
し
て
い
た
だ

け
る
と
期
待
し
て
お
り
、町
と
し
て
も

誘
致
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。 

吉
野
見
附
三
茶
屋
に
お
い
て
も
、工
房

街
道
推
進
協
議
会
が
拠
点
を
設
け
て
い

た
だ
き
、こ
れ
か
ら
活
動
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。中
身
の
伴
っ
た
交
流
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、地
域
の
経
済
や
に
ぎ
わ
い
を
も

た
ら
す
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。 

吉
野
町
に
お
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
優
遇

策
を
も
っ
て
製
造
業
等
の
企
業
を
誘
致

す
る
と
い
う
こ
と
へ
の
努
力
も
し
ま
す
が
、

交
流
と
と
も
に
外
部
の
力
を
導
入
す
る

と
い
う
こ
と
も
、吉
野
町
流
の
企
業
誘

致
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

病
院
に
つ
い
て
は
、本
来
、町
が
す
る
べ

き
こ
と
と
い
う
の
は
、患
者
さ
ん
は
も
ち

ろ
ん
、今
、暮
ら
し
て
い
る
町
民
の
皆
さ

ん
が
い
か
に
安
全
で
安
心
で
、そ
し
て
、

健
康
で
長
生
き
で
き
る
か
と
い
う
と
こ

ろ
に
視
点
を
移
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
民
全
体
の

福
祉
と
い
う
観
点
で
の
取
り
組
み
、地

域
の
力
を
頼
り
に
し
な
が
ら
、保
健
、福

祉
、医
療
で
の
総
合
的
な
施
策
の
中
で

吉
野
病
院
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。今
、経

営
面
か
ら
病
院
の
形
態
を
変
え
る
の
で

は
な
く
、町
民
に
と
っ
て
、南
和
地
域
の

人
に
と
っ
て
何
が
必
要
か
と
い
う
視
点

に
よ
っ
て
、病
院
の
役
割
の
変
更
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。プ
ラ
ン
の

作
成
に
当
た
っ
て
は
多
く
の
方
の
意
見

を
聴
取
さ
せ
て
い
た
だ
き
、秋
に
は
方

針
を
決
定
し
、早
け
れ
ば
来
年
４
月
に

は
新
吉
野
病
院
と
い
う
形
で
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

上
滝
義
平
　
議
員
 

●
住
民
の
立
場
か
ら
見
た
吉
野
町
の
現

状
と
今
後
の
課
題

町
長
答
弁

町
長
の
給
料
の
減
額
等
に
つ
い
て
の

質
問
で
す
が
、私
が
町
長
就
任
以
前
か

ら
、行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
５

％
減
額
し
て
い
た
の
を
就
任
後
も
引
き

継
ぎ
、今
年
３
月
ま
で
減
額
を
継
続
し

て
お
り
ま
し
た
。こ
の
行
財
政
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
平
成
２１
年
度
で
５
年
間
の
計

画
が
終
わ
る
こ
と
か
ら
、平
成
２２
年
度

に
お
い
て
、や
り
残
し
た
こ
と
と
今
後
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
再
度
検
討

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

職
員
数
に
つ
い
て
も
、吉
野
町
程
度
の

規
模
の
町
村
に
お
い
て
、病
院
、幼
稚
園
、

保
育
所
が
あ
り
、学
校
給
食
も
し
て
お

り
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
も
あ
る
と
い
う
状

況
の
中
で
、職
員
数
は
や
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
よ
り
は
必
ず
多
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
と
に
か
く
多
い
か
ら
減
ら
す
と
い

う
考
え
方
で
は
ひ
ず
み
が
生
じ
る
こ
と

か
ら
、選
択
と
集
中
と
い
う
こ
と
が
必

要
と
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
次
の
行
財
政
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
検
討
し
て
い
く
中
で
、補
助
金
等

に
つ
い
て
も
職
員
数
に
つ
い
て
も
、一
律

に
カ
ッ
ト
す
る
と
い
う
考
え
方
で
は
、全

体
的
に
失
速
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、さ
ら
に
質
の
あ
る
向
上
を

考
え
、改
め
て
ど
こ
に
ど
う
、ど
れ
を
カ
ッ

ト
し
、ど
の
事
業
を
い
か
に
続
け
て
い
く

か
、伸
び
る
と
こ
ろ
に
は
支
出
し
て
い
く

と
い
う
よ
う
な
感
覚
で
取
り
組
ん
で
い

く
過
程
の
中
で
、町
長
等
の
給
料
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
減
額
す
る
こ
と
も
あ
り

得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
、全

体
の
中
で
の
討
論
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

行
財
政
改
革
の
進
捗
に
つ
い
て
の
ご

質
問
に
つ
い
て
、私
が
就
任
後
、手
を
つ

け
ら
れ
て
い
な
く
て
、一
番
大
き
く
残
っ

て
い
た
の
が
幼
保
一
元
化
で
す
が
、な
ん

と
か
一
歩
進
ん
で
お
る
つ
も
り
で
す
。ま

た
、国
栖
、中
竜
門
の
支
所
の
取
扱
い
に

つ
い
て
も
、結
論
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
を

考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、ま
ず
、戸
籍
の

電
算
化
も
踏
ま
え
、支
所
の
戸
籍
事
務

を
本
庁
に
移
す
が
、中
竜
門
と
国
栖
地

域
の
振
興
の
た
め
に
、地
域
の
拠
点
施

設
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
た
め
、人
を

配
置
し
て
い
く
と
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
す
。
人
員
の
配
置
日
数
等

の
見
直
し
は
行
い
、人
件
費
の
経
費
削

減
は
、両
支
所
合
わ
せ
て
約
３
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
、こ
の
こ
と
を
次
に
ど
う
生
か

し
て
い
く
か
、住
民
の
皆
さ
ん
方
と
の
協

働
で
ど
う
し
て
い
く
の
か
が
新
た
な
課

題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

上平 喜英　教育長

芳水 正博　前教育長

こ
の
度
、吉
野
町
教
育
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
上
平
喜
英
で
す
。
就

任
し
、教
育
長
と
し
て
の
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま

す
が
、こ
れ
ま
で
の
町
行
政
・
県
教
育
行
政
・

学
校
教
育
で
の
経
験
を
も
と
に
、本
町
教

育
行
政
の
現
状
を
把
握
し
、そ
の
推
進
に

向
け
て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
方
に
は

ど
う
か
よ
ろ
し
く
ご
支
援
の
ほ
ど
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

上
平
教
育
長
の
略
歴
 

上
平
教
育
長
は
昭
和
４５
年
吉
野
町

役
場
採
用
と
な
り
総
務
課
等
を
勤
務

さ
れ
、昭
和
５３
年
奈
良
県
公
立
学
校

教
諭
と
な
り
、川
上
第
二
小
学
校
教
諭
、

川
上
東
小
学
校
教
諭
、国
栖
小
学
校

教
頭
・
校
長
、奈
良
県
教
育
委
員
会
事

務
局
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
、吉
野

中
学
校
校
長
、吉
野
小
学
校
校
長
な

ど
を
歴
任
、本
年
４
月
２１
日
付
け
で
吉

野
町
教
育
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 上平 喜英　教育長

芳水 正博　前教育長

私
は
、去
る
４
月
２０
日
を
も
ち
ま
し
て

教
育
長
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

在
任
中
は
町
内
の
皆
様
方
に
は
ご
支
援

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

今
、本
町
に
お
い
て
も
国
内
の
情
況
そ
の

ま
ま
に
、極
端
な
ほ
ど
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
ま
す
。そ
ん
な
中
、学
校
教
育
に

お
い
て
は
、幼
稚
園
・
小
学
校
の
合
併
、老

朽
化
に
よ
る
中
学
校
の
改
築
、小
学
校
運

動
場
の
芝
生
化
、空
き
校
舎
の
活
用
等
々

へ
の
取
り
組
み
、社
会
教
育
に
お
き
ま
し
て

は
、各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
、町
民
が
笑
顔
で
集

え
る「
協
働
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、町
の
行

財
政
改
革
の
必
要
性
が
切
迫
し
て
い
る
今
、

事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検
討

を
加
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、現
在
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
や
惹
起
す
る
事
象
・
事
件
を
考
え

る
と
き
、安
心
・
安
全
な
社
会
の
実
現
の
た

め
に
は
、町
民
の
皆
様
が
一
丸
と
な
っ
て
の

取
り
組
み
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。 

終
わ
り
に
吉
野
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を

念
じ
つ
つ
、ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 
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